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本論文は、鋼製橋脚隅角部などに用いられる完全溶込み十字溶接

継手を対象とし、溶接部の仕上げ方法・形状が疲労強度に及ぼす影

響、及び各種仕上げ処理による溶接継手の疲労強度等級について、

疲労試験とＦＥＭ応力解析を行うことにより、論述、明示したもの

である。  

得られた結果として、疲労強度は、溶接止端部の曲率半径の影響

による応力集中係数で整理でき、溶接のままの継手に対して止端仕

上げを施した継手の疲労強度は 1.2 から 1.3 倍に、また、Ｒ仕上げ

した継手の疲労強度は同じく３倍以上に相当した。これらは、JSSC

指針に示される通り、溶接のままの継手の疲労等級が E 等級、止端

（５Ｒ）仕上げした継手は D 等級を満たしている。なお、R 仕上げ

した継手については、C 等級以上とするのが妥当としている。 
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本論文の基となる実験的研究は、平成 15 年度～16 年度にかけて、

法政大学（森研究室）と当協会、製作小委員会・溶接技術部会との

共同研究として、実施されたものである。  


